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みえけんりつ

くわな特別支援学校
とくべつしえんがっこう

 

令和３年７月 

    

暑
あつ

い夏
なつ

がやってきました。暑
あつ

さに負
ま

けないためには、早寝
はやね

・早
はや

起
お

きで生活
せいかつ

リズムをととのえ、１日
にち

３食
しょく

きちんととることが 

大切
たいせつ

です。たくさん汗
あせ

をかくような日
ひ

には、熱 中 症
ねっちゅうしょう

にも注意
ちゅうい

が必要
ひつよう

ですので、こまめに水分
すいぶん

補給
ほきゅう

をしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月
こんげつ

の給 食
きゅうしょく

目標
もくひょう

 

『 姿
し

勢
せい

よく食
た

べよう 』 
食事
しょくじ

のマナーとは、いっしょに食
しょく

事
じ

をする人
ひと

への思
おも

いやり

の気持
き も

ちをあらわしたものであり、自
じ

分
ぶん

も相
あい

手
て

も気持
き も

ちよく

食
しょく

事
じ

をするためのものです。ぜひ、これからの食生活
しょくせいかつ

で実践
じっせん

していきましょう。 

～～～７月
がつ

７日
なのか

は七夕
たなばた

～～～ 

七夕
たなばた

は、中国
ちゅうごく

の古
ふる

い伝説
でんせつ

からきているといわ

れています。昔
むかし

、機
はた

を織る
 お

のが上手
じょうず

な織女
しょくじょ

と牛
うし

飼
か

いの牽牛
けんぎゅう

が結
けっ

婚
こん

し、仲
なか

が良
よ

すぎて仕事
しごと

をなまけ

るようになり、天
あま

の川
がわ

の両岸
りょうがん

に離
はな

されてしまい、

1年
ねん

に一
いち

度
ど

会
あ

える日
ひ

だったそうです。 

現代
げんだい

の七夕
たなばた

は、短冊
たんざく

に願
ねが

いごとを書
か

いて笹
ささ

に飾
かざ

ります。七夕
たなばた

には、夏
なつ

の野菜
やさい

をそなえたり、 

そうめんを食
た

べたります。 

給 食
きゅうしょく

では、にゅうめんと、 

七夕
たなばた

ゼリーがでる予
よ

定
てい

です。 

ここをチェック！！ 

できている項目
こうもく

の□
しかく

にチェックを書
か

きましょう。 

少
すこ

しずつできるように意
い

識
しき

しましょう。 

□ 足
あし

を床
ゆか

につける。 

□ 背
せ

もたれに 

よりかからない。 

□ いすに深
ふか

く座
すわ

る。 

□ 前
まえ

向
む

きに座
すわ

る。 

 みえの食材
しょくざい

に注目
ちゅうもく

しましょう！ 

 今月
こんげつ

は、国
くに

・県
けん

の事
じ

業
ぎょう

により、三
み

重
え

県
けん

産
さん

食
しょく

材
ざい

が無
む

償
しょう

で提
てい

供
きょう

されます。普
ふ

段
だん

の給
きゅう

食
しょく

では食
た

べることのできない三
み

重
え

県
けん

のおい

しい食材
しょくざい

を感謝
かんしゃ

の気持
き も

ちでいただきましょう。 

 

 5日
にち

(月
げつ

) 三
み

重
え

県
けん

産
さん

養
よう

殖
しょく

真
ま

鯛
だい

を塩
しお

焼
や

きにします 

 9 日
ここのか

(金
きん

) 三
み

重
え

県
けん

産
さん

和
わ

牛
ぎゅう

を牛
ぎゅう

丼
どん

にします。 

      また、三
み

重
え

県
けん

のお茶
ちゃ

(250ｍｌパック)もつきます。 

 15日
にち

(木
もく

)三
み

重
え

県
けん

産
さん

養
よう

殖
しょく

真
ま

鯛
だい

を竜
たつ

田
た

揚
あ

げにします。 

 

 献立表
こんだてひょう

では、該当
がいとう

の日
ひ

に「みえ地物
じもの

一番
いちばん

給 食
きゅうしょく

の日
ひ

」の 

マークがついています。 

  

できるといいな、こんなこと♪ 


